
男女共同参画に関する市民アンケート
～すべての人が自分らしく　　　　
　　充実した生き方をするために～

7 / 3 　豊かな心を育む市民の集い
講師　増岡　弘さん

7 / 3 　豊かな心を育む市民の集い
オープニング 塩尻市民合唱団

6 /19　男女共同参画推進交流会
講師　松岡　英子さん

内閣府男女共同参画局では、男女共同参画のシンボルマークを作成しました。
このシンボルマークは、男女が手を取り合っている様子をモチーフにし、互いに尊
重しあい、共に歩んでいけたらという願いを込めています。
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「男女共同参画に関する市民アンケート」を平成22年 5 月に実施しました。
これは、第三次塩尻市男女共同参画基本計画を策定をするためです。

その内容から、家庭や職場、社会等における、男女共同参画社会に向けた意識づくりを行います。
（男女各500人に市民アンケートを依頼し、女性213人、男性154人から回答をいただきました。）

お互いの考え方の違いに気が付くように…
市民アンケートによると「男女平等」については、全体的には男性が優位と考える人の割合が高くなりました。
特に「家庭」において、平等感に対する男女の意識の差が大きく、男性は半数以上が「平等」であると回答し

ているのに対して、女性は「男性が優遇されている」と感じている割合
の方が高く、夫婦間、家族間の考え方に隔たりが感じられます。
家庭、学校、地域などあらゆる場における教育・学習の果たす役割は

極めて重要であり、市民一人ひとりが、男女共同参画についての正しい
認識や自立の意識を持つことが極めて重要です。

男女共同参画社会を推進するために
「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識について、平成22年度は

「どちらともいえない」が32.7% と多く、平成17年度に比べ「どちらかといえば反対」
も含め、「反対」が減っています。
これは最近の厳しい社会・経済状況等により、長時間労働の増大や、非正規雇用の

拡大、女性の結婚・出産後の再雇用等の難しさも重なっていることなどが考えられます。
このような中で、男性の仕事中心のライフスタイルから、「仕事と生活の調和」

（ワーク・ライフ・バランス）への転換が進まなかったことも課題になっています。
さらに、私たちが、新聞や放送などのメディアからの固定的なイメージ表現に対し

て、主体的に判断できる能力（メディア・リテラシー）の向上も必要です。
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※　平成22年度の市民アンケートにおいて、「どちらともいえない」の回答項目を新たに設定
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七
月
三
日
（
土
）「
豊
か
な
心
を
育

む
市
民
の
集
い
」
が
、
市
レ
ザ
ン
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
塩
尻

市
民
合
唱
団
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の

あ
と
、「
こ
と
ば
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と

題
し
て
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
役
な
ど
で
活

躍
中
の
増
岡
弘
さ
ん
（
俳
優
・
声
優
）

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ザ
エ

さ
ん
の
四
十
年
間
の
放
送
秘
話
に
つ

い
て
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
し
方

に
会
場
か
ら
は
笑
い
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
の
お
話
は
「
一
度
口
か
ら
出

た
言
葉
は
、
も
う
元
に
は
戻
ら
な
い
。

言
葉
と
い
う
も
の
は
、
相
手
に
対
す

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
。
私
た
ち
の

も
の
を
見
て
い
る
目
の
一
番
大
切
な

役
目
は
、
も
の
を
記
録
す
る
こ
と
に

あ
る
。

・ 

目
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
も

の
・ 

耳
は
聞
い
た
こ
と
、
声
す
べ
て
を

録
音
す
る
も
の

自
分
の
言
っ
た
こ
と
が
自
分
で
は

忘
れ
て
い
て
も
相
手
に
は
す
べ
て
写

り
、
録
音
さ
れ
て
い
る
。
良
い
言
葉

を
使
え
ば
良
い
生
活
が
で
き
る
。
悪

い
言
葉
を
使
え
ば
悪
い
生
活
に
な
る

の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
日

普
段
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
は
、
あ
る

時
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
、
ま
た
あ
る
時
は
恐
ろ

し
い
凶
器
と
な
る
事
も
あ
る
。
特
に
後
者
の
場
合
、
自
分

で
は
無
意
識
な
こ
と
が
多
い
。
誰
と
で
も
温
か
な
真
心
通

う
言
葉
の
や
り
取
り
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

 

小
林
　

道
代

以
前
に
比
べ
社
会
や
家
庭
に
お
い
て
、
男
女
平
等
の
意

識
は
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
ま
だ
昔
な
が
ら
の

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
共
に
」

が
私
は
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
の
勉
強
の
場
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

小
松
　

浩
子

今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
私
達
に
夢
と
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
男
女
平
等
に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
は
一
人
ひ
と
り

違
い
ま
す
が
、
男
女
が
と
も
に
尊
重
し
、
協
力
し
あ
う
事

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

中
野
香
代
子

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
の
問
い
か
け
で
し
た
が
、
そ
の
回
答
は
世
代
間

の
感
じ
方
の
違
い
で
し
た
。
理
念
は
共
有
し
て
い
て
も
、

達
成
感
は
世
代
間
の
格
差
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
は
全
世
代
が
達
成
感
を
共
有
で
き
る
施
策
が
必
要
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

川
上
　

博
昭

お気軽にご相談ください
塩尻市女性相談 0263-54-0783

　月・水・金 9：00～17：00

塩尻警察署（生活安全課） 0263-54-0110
県松本保健福祉事務所（松本合同庁舎内）

 0263-40-1914
県女性相談センター  026-235-5710
県男女共同参画センター（あいとぴあ）

 0266-22-8822
児童虐待・DV24時間　ホットライン

 0263-91-2410

相談の案内相談の案内

編
集
後
記

平
成
22
年
度　

こ
れ
か
ら
の

 

男
女
共
同
参
画
推
進
の
事
業

◆　

や
さ
し
く
女ひ
と

と
男ひ
と

推
進
講
座

　
　

日
時　

9
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　

場
所　

 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

市
民
交
流
室

　
　

講
師　

渡
辺　

庸
子
さ
ん

◆　

男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
セ
ミ
ナ
ー

　
　

日
時　

10
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　

場
所　

 

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　

講
師　

竹
本　

祐
子
さ
ん

◆　

女ひ
と

と
男ひ
と

21
世
紀
セ
ミ
ナ
ー

　

・「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　

日
時　

11
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

場
所　

 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
え
ん
ぱ
ー
く
）

　
　

講
師　

内
山　

二
郎
さ
ん

　

・「
井
戸
端
会
議｣

〔
宗
賀
地
区
〕

　
　

日
時　

11
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
〜
9
時

　
　

場
所　

宗
賀
支
所

　
　

講
師　

内
山　

二
郎
さ
ん

　

・｢

井
戸
端
会
議｣
〔
洗
馬
地
区
〕

　
　

日
時　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
〜
9
時

　
　

場
所　

洗
馬
支
所

　
　

講
師　

内
山　

二
郎
さ
ん

常
生
活
の
中
で
、
ふ
と
し
た
態
度
や

言
葉
が
、
相
手
の
心
に
傷
を
つ
け
て

し
ま
う
。
心
に
姿
・
形
は
見
え
な
く

と
も
言
葉
は
残
る
。
言
葉
は
使
い
よ

う
で
あ
る
。
相
手
を
尊
敬
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。何

気
な
く
話
す
日
常
会
話
も
、
言

い
方
、
使
い
方
、
聞
き
取
り
方
ひ
と

つ
で
、
相
手
に
敬
遠
さ
れ
、
誤
解
を

招
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

改
め
て
、言
葉
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、

正
し
い
使
い
方
を
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

（
中
野　

香
代
子
）

増
岡
弘
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て

豊かな心を育む市民の集い

参加者と会話がはずむ増岡弘さん


